










要約:鳥取県を対象に 18 トリソミー,13 トリソミー,5P-症候群を,鳥取・島根両県を対象

にプラダー・ビリー症候群の発生状況を調査した。診断は,奇形や発達障害に関心と診断

能力をもつ小児神経や新生児医療の専門医によって臨床的に疑うことから行ない,検査や

経過を観察することによって確認していった。

18 トリソミーは出生 1 万に 2.43,13 トリソミーは 0.71,5P-症候群は 0.57,プラダー・ビ

リー症候群は 0.62 であった。18 トリソミー,13 トリソミーとも生後 1 年以内にすべて死

亡し平均生存期間は前者では 53 日後者では 12 日であった。5P-症候群とプラダー・ビリ

ー症候群では,精神発達遅滞が両者に,肥満が後者の 5歳以降で問題となっていた。


